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1．温度の測定でよく使われるサーミスタについて考える。サーミスタは温度によ

って抵抗率が変化するため、抵抗は、下記の式で表される 
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ただし、R0は、温度T0（絶対温度）の時の抵抗値（既知）である。 
 
この場合、測定の時の温度Tをサーミスタにかかる電圧Vで表せ。I（既知）も含ま

れてよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．超電導では、電子の衝突が全くない状態になる。つまり電気抵抗がゼロであ

る。このような導体を完全導体とよぶ。（超電導=完全導体ではないことに注意。

超電導は他の性質も有する。必要条件であるが、十分条件ではない） 
この電子の衝突が全くない状態であることから、電流が有限の値（定常状態）に

なるために、導かれる導体内部の電界の満たすべき条件はなにか？理由も含めて

記述せよ。 
 
 
 


